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平
成
十
八
年
第
三
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
九
月
五
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
で
は
、
平
成
十
七
年
二
月
に
策

定
し
た
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に

沿
い
各
種
施
策
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
そ
の
一
つ
と
し
て
町
立
保
育
所
の

民
営
化
が
あ
り
、
子
育
て
支
援
を
行

う
た
め
町
が
設
立
し
た
財
団
法
人
笠

松
町
地
域
振
興
公
社
に
平
成
十
八
年

度
か
ら
第
一
保
育
所
の
設
置
運
営
主

体
を
移
行
し
ま
し
た
。 

　
本
年
度
は
、
下
羽
栗
保
育
所
の
平

成
十
九
年
度
か
ら
の
民
営
化
を
目
指

し
諸
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
松
枝
保
育
所
に
つ
い
て
も
順

次
民
営
化
を
進
め
る
計
画
で
す
。 

　
町
立
保
育
所
の
民
営
化
の
主
な
目

的
は
、
国
が
示
す
官
か
ら
民
の
流
れ

を
受
け
、
公
立
保
育
所
運
営
に
係
る

国
や
県
の
負
担
金
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
町
立
保
育
所
を

民
営
化
す
る
こ
と
で
従
来
ど
お
り
負

担
金
を
受
け
、
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
給
食
の
提
供
に
あ
わ
せ
た

食
育
教
育
や
創
意
工
夫
に
よ
る
個
性

的
な
保
育
運
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
民
営
化
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
保
育
環
境
の
変
化
が
生
じ
な
い

よ
う
に
現
在
の
保
育
士
が
で
き
る
限

り
引
継
ぎ
、
園
児
や
保
護
者
の
不
安

が
な
い
よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
保
育
料
の
決
定
や
徴
収
、

入
所
手
続
き
な
ど
は
、
今
ま
で
ど
お

り
町
で
行
い
ま
す
。 

 

▽
笠
松
町
光
文
庫
整
備
基
金
条
例
に

つ
い
て 

　
篤
志
者
に
よ
る
図
書
整
備
に
充

て
る
指
定
寄
付
一
億
円
に
対
し
て
、

備
品
・
工
事
等
の
入
札
差
金
お
よ

び
基
金
の
運
用
か
ら
生
じ
る
収
益

を
光
文
庫
整
備
基
金
と
し
て
積
立

て
る
た
め
の
条
例
を
整
備
す
る
も

の
。 

▽
笠
松
町
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て 

　
笠
松
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
協
議
会
の
設
置
（
平
成
十
八

年
十
月
一
日
）
に
伴
い
、
当
該
委

員
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
。 

報
酬
額
　
　
日
額
　
五
千
四
百
円 

　
費
用
弁
償
　
行
政
職
給
料
表
六
級

の
職
務
に
あ
る
者
の

旅
費
の
例
に
よ
る 

▽
笠
松
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て 

　
平
成
十
八
年
六
月
二
十
一
日
、

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
笠
松
町
福
祉
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
も
、
健

康
保
険
法
等
に
関
す
る
記
述
部
分

に
お
い
て
、
字
句
等
の
変
更
を
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要
の
整

備
を
行
う
も
の
。 

・
特
定
療
養
費
↓ 

　
　
　
保
険
外
併
用
療
養
費 

・
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
標

準
負
担
額
　
↓ 

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係

る
食
事
療
養
標
準
負
担
額 

・
入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生

活
療
養
標
準
負
担
額
（
新
設
） 

▽
笠
松
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の

規
定
整
備
を
行
う
も
の
。 

○
一
部
負
担
金
の
改
正 

　
現
役
並
み
所
得
を
有
す
る
高
齢

者
の
一
部
負
担
金
　
二
割
↓
三
割 

○
出
産
育
児
一
時
金
の
引
上
げ 

一
件
当
た
り
支
給
額 

　
　
　
三
十
万
円
↓
三
十
五
万
円 

▽
岐
阜
県
市
町
村
退
職
手
当
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ

い
て 

　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
の

安
八
郡
墨
俣
町
の
大
垣
市
へ
の
（
編

入
）
合
併
に
よ
る
も
の
。 

▽
補
正
予
算 

○
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計 

　
平
成
十
九
年
度
の
下
羽
栗
保
育

所
民
営
化
に
向
け
て
の
厨
房
棟
建

築
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
整
備

費
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
基
本

健
康
診
査
時
に
六
十
五
才
以
上

の
高
齢
者
の
中
か
ら
特
定
高
齢

者
（
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る

可
能
性
の
あ
る
高
齢
者
）
を
把

握
す
る
た
め
に
生
活
機
能
評
価

判
定
料
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
委
託
料
、
中
央
公
民
館

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
お
よ
び

そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
う
床
、
ス

テ
ー
ジ
の
改
修
工
事
費
な
ど
総

額
一
億
八
千
三
百
九
十
一
万
円

を
増
額
補
正
す
る
も
の
。 

○
平
成
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計 

　
健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
出
産
育
児
一
時
金

支
給
額
の
増
額
お
よ
び
老
人
保

健
拠
出
金
の
確
定
に
伴
う
増
額
、

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の

創
設
に
伴
う
拠
出
金
な
ど
総
額

一
億
二
千
四
百
四
十
八
万
四
千

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。 

○
平
成
十
八
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計 

　
平
成
十
七
年
度
精
算
に
よ
る
国
、

県
、
支
払
基
金
へ
の
償
還
金
と

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
お
よ
び

基
金
へ
の
積
立
金
の
増
額
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議

会
設
置
に
よ
る
委
員
報
酬
お
よ

び
需
用
費
な
ど
四
千
二
百
五
十

八
万
四
千
円
の
増
額
補
正
す
る

も
の
。 

▽
平
成
十
七
年
度
笠
松
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
並
び
に
剰

余
金
の
処
分
に
つ
い
て 

　
給
水
戸
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

三
千
三
百
五
十
三
万
一
千
二
百
四

十
三
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。 

　
な
お
、
剰
余
金
四
千
四
百
二
十

一
万
六
千
百
九
円
に
つ
い
て
は
、

減
債
積
立
金
一
千
万
円
、
建
設
改

良
積
立
金
二
千
三
百
万
円
を
積
立

し
、
総
額
一
千
百
二
十
一
万
六
千

百
九
円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
。 

　
一
戸
当
た
り
の
一
月
平
均
使
用

水
量
は
二
十
八
・
六
立
方
メ
ー
ト

ル
で
平
均
使
用
料
金
は
二
千
四
百

二
十
三
円
で
あ
っ
た
。 

【
追
加
議
案
】 

▽
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算 　
中
央
公
民
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
に
合
わ
せ
大
ホ
ー
ル
の
音

響
設
備
の
追
加
工
事
な
ど
所
要
の

補
正
、
総
額
三
百
十
二
万
九
千
円

の
増
額
補
正
を
す
る
も
の
。 

【
意
見
書
】 

▽
岐
阜
県
裏
金
問
題
の
全
容
解
明
と

関
係
者
の
厳
正
な
処
分
及
び
裏
金

の
全
額
返
還
並
び
に
再
発
防
止
策

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 
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九
月
十
三
日
、
八
十
八
歳
の
か
た

十
八
人
を
料
亭
「
吹
原
」
に
招
き
敬

老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
広
江
町
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
加
藤
県
議
会
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
の
か
た
が
た
が
、
一

人
ひ
と
り
に
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
鮎
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
終
始
、
和
や
か
に

歓
談
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
九
月
十
八
日
に
は
、
七
十

五
歳
以
上
の
か
た
を
中
央
公
民
館
に

招
い
て
、
敬
老
の
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
し
た
。
広
江
町
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て
、
音
楽
文
化

創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岐
阜
の
み
な
さ

ん
の
演
奏
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
健
康
事
業
と
し
て

会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
音
楽
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
こ
れ
ま

で
障
害
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
再
編
し
、

障
害
の
あ
る
か
た
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
す
制
度

で
す
。 

　
こ
の
法
律
が
、
十
月
一
日
か
ら
完

全
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
新
し

い
仕
組
み
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
か
た
は
、
申
請
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

新
し
い
仕
組
み
と
は
？ 

　
障
害
の
種
別
（
身
体
障
害
・
知
的

障
害
・
精
神
障
害
）
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
じ
制
度
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を

判
断
す
る
た
め
、
羽
島
市
・
羽
島
郡

二
町
で
共
同
設
置
す
る
認
定
審
査
会

で
判
定
し
ま
す
。 

【
問
合
先
】 

  

福
祉
健
康
課
　
３
８
８
―
７
１
７
１ 

●サービスの概要 

自立支援給付（平成18年4月から／10月から） 

自立支援医療（平成18年4月から） 

介護給付 
居宅介護（ホームヘルプ）・重度訪問介護・行動援護・重
度障害者等包括支援・児童デイサービス・短期入所（シ
ョートステイ）・療養介護・生活介護 
施設入所支援・共同生活介護（ケアホーム） 

訓練等給付 

自立訓練（機能訓練・生活訓練）・就労移行支援・就労継
続支援 
共同生活援助（グループホーム） 

従来の更生医療・育成医療・精神通院公費 

補装具費の支給（平成18年10月から） 

補装具の購入や修理にかかる費用の支給 

地域生活支援事業（平成18年10月から） 

相談支援・地域活動支援センター・移動支援・日常生活用
具の給付・コミュニケーション支援　など 

　
九
月
八
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
加
藤
久
子
さ
ん
を
広
江
町
長

が
訪
ね
、「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と
祝

状
と
祝
金
十
万
円
を
贈
り
、長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

▲敬老会 

▲敬老のつどい 
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町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
「
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集

に
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
か
ら
九
十
二
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
九
月
八
日
に
審
査
会
が
開
か
れ
、

次
の
皆
さ
ん
の
作
品
十
点
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
作
品
は
県
選
挙
管
理

委
員
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

さ
れ
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

【
小
学
校
の
部
】 

岩
田
英
典
・
廣
瀬
未
佳
・
内
田
光

咲
・
武
重
有
郁
・
　
木
涼
太
（
以

上
、
笠
松
小
五
年
） 

【
中
学
校
の
部
】 

橋
本
悠
希
・
今
井
彩
絵（
以
上
、

笠
松
中
一
年
）渡
辺
綾
香
・
槇
田

恭
子
・
尾
藤
公
治
（
以
上
、
笠
松

中
二
年
） 

 

　
今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
た
グ
ア

ム
派
遣
研
修
。
今
年
は
八
月
二
十
二

日
　
か
ら
二
十
五
日
　
ま
で
の
三
泊

四
日
の
日
程
で
、
二
十
人
の
中
学
生

を
グ
ア
ム
へ
派
遣
し
ま
し
た
。 

　
研
修
で
は
、
現
地
イ
ナ
ラ
ハ
ン
中

学
校
と
の
交
流
や
チ
ャ
モ
ロ
民
族
村
、

亜
熱
帯
植
物
園
で
の
研
修
な
ど
グ
ア

ム
の
風
土
や
文
化
に
触
れ
、
国
際
感

覚
を
養
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
現

地
イ
ナ
ラ
ハ
ン
中
学
校
と
の
交
流
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

　
派
遣
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
て 

　
　
　
　
笠
松
中
学
校
二
年 

宮
崎
有
理
子 

　
私
は
、
と
に
か
く
イ
ナ
ラ
ハ
ン
の

子
と
仲
良
く
な
る
ぞ
、
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
派
遣
当
日
、
初
め
て
グ
ア

ム
に
来
て
、
日
本
と
の
違
い
に
気
付

く
事
が
で
き
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

自
然
で
す
。
と
に
か
く
緑
が
多
く
て
、

海
も
キ
レ
イ
で
、
水
平
線
を
見
た
の

も
初
め
て
で
し
た
。
日
本
も
、
こ
ん

な
緑
あ
ふ
れ
る
国
に
な
る
と
良
い
な

ぁ
…
と
思
い
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、

グ
ア
ム
の
人
は
親
切
で
お
も
し
ろ
い

と
思
い
ま
し
た
。
出
迎
え
を
し
て
く

れ
た
先
生
達
も
す
ご
く
優
し
そ
う
で

し
た
。
二
日
目
は
、
い
よ
い
よ
イ
ナ

ラ
ハ
ン
中
学
校
の
子
と
会
っ
て
、
初

め
は
緊
張
し
て
話
し
か
け
た
り
で
き

な
か
っ
た
け
ど
、
自
分
の
英
語
が
伝

わ
っ
た
時
は
す
ご
く
嬉
し
く
て
、
そ

れ
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
事
を
話
し

た
り
、
打
ち
と
け
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
グ
ア
ム
の
郷
土
料
理
は
、
現
地

の
子
は
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
た

の
で
、
日
本
と
は
食
文
化
も
全
然
違

う
な
ぁ
と
、
思
い
ま
し
た
。
三
日
目

は
、
前
日
の
経
験
も
あ
っ
て
、
す
ぐ

に
打
ち
と
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
考
え
た
ゲ
ー
ム
が
盛
り

上
っ
た
の
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
イ

ナ
ラ
ハ
ン
中
学
校
の
子
が
見
せ
て
く

れ
た
ダ
ン
ス
は
、
グ
ア
ム
の
伝
統
的

な
ダ
ン
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
全
体
と
し
て
は
、
イ

ナ
ラ
ハ
ン
中
学
校
の
子
と
仲
良
く
な

れ
た
の
が
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
う

し
、
笠
松
中
学
校
の
子
で
、
違
う
学

年
の
子
と
も
仲
良
く
な
れ
た
の
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
グ
ア
ム
と

日
本
の
違
い
も
た
く
さ
ん
見
つ
け
ら

れ
た
の
で
、
意
味
の
あ
る
研
修
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
自

信
に
つ
な
げ
て
、
友
達
に
な
っ
た
子

と
手
紙
や
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し

た
り
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

                  

日
本
と
グ
ア
ム
と
の
違
い 

　
　
　
　
笠
松
中
学
校
一
年 

日
比
野
　
愛 

　
「
日
本
」
と
言
わ
れ
る
と
、
京
都
・

大
阪
な
ど
、
古
く
か
ら
い
ろ
ん
な
人
々

に
慕
わ
れ
て
き
た
町
を
イ
メ
ー
ジ
し

ま
す
。
笠
松
も
、
田
ん
ぼ
な
ど
が
あ

り
、
木
曽
川
な
ど
の
自
然
も
た
く
さ

ん
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
一
方
グ
ア
ム
は
、
山
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
け
ど
、
川
や
田
ん
ぼ
な
ど
は

そ
ん
な
に
な
く
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
工
場
、
ホ
テ
ル
な
ど
、
建
て

物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

思
う
と
、
笠
松
の
方
が
住
み
や
す
い

場
所
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
「
グ
ア
ム
」
と
「
日
本
」
の
違
い

と
言
わ
れ
て
、
パ
ッ
と
思
い
つ
く
も

の
…
。
「
文
化
」
の
違
い
で
す
。
日

本
の
文
化
は
、
静
か
な
雰
囲
気
の
も

の
が
多
い
で
す
が
、
グ
ア
ム
は
正
反

対
。
盛
り
上
が
る
文
化
が
中
心
で
す
。

だ
か
ら
、
グ
ア
ム
の
人
た
ち
は
、
明

る
く
て
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
他
に
も

グ
ア
ム
は
ア
メ
リ
カ
圏
だ
け
あ
っ
て
、

と
っ
て
も
レ
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
な

所
で
す
。
そ
こ
も
日
本
と
は
大
違
い
。

日
本
人
は
我
先
に
と
、
自
分
を
優
先

し
ま
す
。
だ
け
ど
グ
ア
ム
は
、
相
手

に
譲
る
人
た
ち
が
多
く
て
、
日
本
人

と
は
違
う
と
思
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
修
で
、
「
日
本
」
と
「
グ

ア
ム
」
の
文
化
、
食
、
生
活
の
違
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
違
い
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
「
日
本
」
が
好
き
に

な
っ
た
し
、
グ
ア
ム
に
行
っ
た
日
よ

り
、
今
の
方
が
グ
ア
ム
も
好
き
に
な

れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
ま
た
、
海
外
へ
行
っ
た
ら
、
「
日

本
と
の
違
い
」
や
「
笠
松
と
の
違
い
」

を
発
見
し
て
、
自
分
へ
の
財
産
に
で

き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

▲チャモロダンスに挑戦する派遣者 

▲力作揃いのポスター審査会 
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美しいまちづくり条例 10月1日施行 
　安全で快適な環境を保ち、清潔で美しいまちづくりを目指すことを目的とした『笠松美しいまちづ
くり条例』が10月１日から施行されます。（広報７月号で既報）　 
　次のような行為は禁止となり、処分を受けることがあります。 
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平成18年10月から町内会単位の資源ごみ分別回収が 
始まる町内会 

下柳川町、朝日町、田代西、長池西、北及第2、米野 

 

北門間町内会 中門間町内会　9月13日スタート 泉町町内会　9月12日スタート 

次回の広報に掲載します 
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　昨年度の６町内会によるモデル事業に続き、今年４月から本格的に進めてきました町内会単位による資源ご
みの分別回収事業が、９月末までに全町内での体制が整い、いよいよ10月から一斉に始まります。 
　これに先立ち各町内会では、説明会が開催されたり、幾度も会議を持たれたり、また、独自の案内チラシを
作成されるなどさまざまな活動が展開されました。これもひとえに、町内会の皆さんのご理解とご協力により、
町が推進しています行財政改革のテーマである住民協働（自助・共助・公助）の機能が発揮されたものと深く
感謝いたします。 
　今後、本格的にこの事業が進められて行きますが、全町的に資源ごみの分別回収がより良い方向に進められ
ることは、町の大きな課題でもあります「ごみの削減＝ごみ処理経費の削減」だけでなく、住民協働による循
環型システム構築に向け、大きな一歩が踏み出されたものです。また、今に生きる私達だけでなく子々孫々に
豊かな生活環境を残す第一歩とも言えます。 
　今後も、皆さんのご理解とご協力が欠かせないものと考えていますので、ご協力をお願いします。なお、次
月号からは各町内の特徴的な取り組みを掲載する予定です。 

司町町内会　9月12日スタート 上本町町内会　9月12日スタート 東宮町町内会　9月12日スタート 

田代中町内会　9月11日スタート 江川町内会　9月7日スタート 奈良町町内会　9月5日スタート 

無動寺町内会　9月4日スタート 東金池町町内会　9月1日スタート 西町町内会　8月29日スタート 
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　平成19年4月から入所（園）を希望されるかたの受付を開始します。 

　入所する保育所（園）は、保護者が自由に選ぶことができます。 

【対象者】　町内在住で保護者が勤めや内職・自営業に従事、病気、出産、看病などの理由で保育ができないと

　　　　　 認められる家庭の児童 

　　　　　 ※障害のある児童の保育は、笠松保育園で行っています。 

【受付期間】　10月2日（月）～23日（月） 

【受付場所】　各保育所（園） 

【申請用紙交付場所】　各保育所（園）、福祉健康課（役場窓口）、福祉健康センター、北事務所 

【添付書類】　勤務証明書、内職証明書など 

　※詳しいことや年度途中からの児童の入所、他市町村の保育所（園）への入所（園）を 

　　希望されるかたは、北事務所へおたずねください。 

　　　○松枝保育所（北及1783）　387-2298　　 ○第一保育所（上新町172）　387-2664 

　　　○下羽栗保育所（無動寺228）　387-2496　○笠松保育園（西宮町44の2）　387-2947 

　　　○北事務所（東陽町44の1）　387-6266

　松枝保育所／下羽栗保育所 

　・入所式（４月）・七夕の集いと親子遊び（７月）・運動会／遠足（10月）・お店屋さんごっこ（11月）・ 
　　クリスマス会／マラソン大会（12月）・豆まき（２月）・生活発表会／卒園［終了］式（３月） 

　第一保育所 

　・入所式（４月）・七夕の集いと親子遊び（７月）・運動会（10月）・クリスマス会（12月）・豆まき（２月）・ 
　　卒園［終了］式（３月） 

　笠松保育園 

　・入園式（４月）・七夕まつり（７月）・運動会／いも掘り／遠足（10月）／一日動物村（11月）・ 
　　餅つき大会（12月）・お店やさんごっこ（１月）・卒園式（３月） 

保　育　所 （園）　の　概　要 
保育所（園） 

対 象 年 齢 

保　育　料 

松枝保育所 

１歳６か月～就学前 

入所（園）を希望する児童の属する世帯の課税額の合計により算出 

第一保育所 

３か月～年少前 

下羽栗保育所 

１歳６か月～就学前 

笠松保育園 

１歳～就学前 
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８月20・27・９月３日　米野運動場ほか 

　ファーストピッチの部 

Ａブロック 

優　勝　春日・東陽・常盤町 
準優勝　朝日町 
３　位　長池東 
　〃　　長池西 
Ｂブロック 

優　勝　米野 
準優勝　田代西 
３　位　北及第２ 
　〃　　中野 
　スローピッチの部 

優　勝　美笠３ 
準優勝　上柳川町 
３　位　田代中Ａ 
　〃　　無動寺 
 

　８月８日、神戸市で開催された
全国高校総合体育祭テニス女子ダ
ブルスで優勝した田島亜也奈さん
と杏奈さん姉妹（無動寺）の功績
をたたえ、８月28日、役場で広江
町長が表彰しました。 
　「ウィンブルドンに出場するよ
うな選手になってください。」と
の町長の激励に笑顔で応えられま
した。 
　お二人の今後のご活躍を期待し
ます。 

８月20日（日） 

緑地公園内テニスコート（敬称略） 

　一般男子の部 
　優　勝　井上兼次・田中誠大 
　準優勝　木股孝樹・服部　宣 
　３　位　青木崇将・金森俊樹 
　　〃　　斉藤大志・松原有輝 
　一般女子の部 
　優　勝　河野登紀枝・有里真奈美 
　準優勝　井上春美・猪俣房子 
　３　位　坂本真佑・加藤真弓 
　　〃　　高橋七菜・山田紗矢香 
　中学生以下男子の部 
　優　勝　住吉　涼・福井康二 
　準優勝　池田隼大・間形俊介 
　３　位　奥田龍之介・山本寛空 
　　〃　　長谷川武志・岩村俊明 
　中学生以下女子の部 
　優　勝　田中希和・佐々木桃代 
　準優勝　花村英里・大塚千紘 
　３　位　岩田真穂・葛谷華奈子 
　　〃　　山田理佐子・花村有希 

　なお、中学生以下女子の部で田中
希和さんが町民大会では初の４連覇
を達成されました。 

【時　間】午前９時30分～午後３時30分 
【場　所】木曽川河畔笠松みなと公園 
テーマ「大河の恵み」 
キャッチフレーズ「川で結ばれる飛騨と笠松」 
　各種のステージイベント、Ｅボート大会、川舟遊覧、
乗馬体験、ミニＳＬなどの多彩な催しを行います。 
　また、船頭鍋をはじめ食べ物や物販などの店も多数
出店します。 
　大抽選会の抽選券は当日、会場内で配布し、会場中
央の本部テントで午後３時まで受付します。 
　皆さん、お誘いあわせのうえ、是非ご来場ください。 
【問合先】かさまつまちづくりイベント実行委員会 
　　　　　　388-1114

オープニングプロローグ 
　和太鼓演奏〔松枝小学校〕 
オープニングセレモニー 
　開会宣言 
　和太鼓演奏〔松枝小学校〕 
　あいさつ・来賓紹介 
朝の合唱〔ぎふ児童合唱団〕 
園児の演技 
　笠松保育園～笠松幼稚園～町立保育所 
　～笠松双葉幼稚園 
ポケットモンスター（キャラクターショー） 
『マサトと不思議な洞窟』 
円城寺芭蕉踊り 
和太鼓演奏〔笠松清流太鼓〕 
ブラスバンド演奏〔笠松中学校ブラスバンド部〕 
ポケットモンスター（キャラクターショー） 
『マサトと不思議な洞窟』 
Ｅボート大会決勝レース 
ファイナルステージ 
大抽選会 
終了 
 
 

9：30

9：50 
 
 
 
 

10：10 
 
 
 11：30 
 
12：15 
12：40 
13：10 
13：40 
 
 
 

14：15 
15：00 
15：15 
15：30 
 

 

時　間 ステージプログラム 

▲昨年のキャラクターショー 



　県では、不妊に悩むかた同士の交流会と専門相談
員による個別相談会を開催します。不妊問題を抱え
るかた、お気軽にご参加ください。 
【日　時】10月24日午後１時～４時 
【場　所】岐阜県健康科学センター 
　　　　（各務原市那加不動丘１丁目１番地） 
【内　容】・不妊に悩むかた同士の交流会 
　　　　　・専門相談員との個別相談（希望者のみ） 
　　　　　・県不妊相談センター相談員による講話 
　　　　　原則予約制ですが、当日参加もできます。 
【申込先】県不妊相談センター（　389－8258） 
【問合先】県庁保健医療課（　272－1111内線2546） 
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　10月の休日当番医は次のとおりです。必ず保険証
をご持参ください。 
　なお、当番医が急用などで変更する場合もありま
すので、前もって役場で確認してください。 
※下記以外については、羽島郡救急医療情報センター 
 （羽島郡広域連合消防本部内）へ照会してください。 
　　388-3799

◆在宅当番医一覧表 

1 

8 

9 

15 

22 

29

伏見医院 

サンライズクリニック 

吉田胃腸科 

渡辺小児科 

赤座医院 

伊藤内科 

日 医 師 名 所　在 電　話 

◆二次的病院一覧表 

松波総合病院 笠松町田代 388-0111

伏見　勝正 

美濃輪博英 

吉田　　譲 

渡辺喜代子 

赤座　　壽 

伊藤　　康 

岐南町三宅 

岐南町野中 

笠松町門前町 

岐南町八剣 

岐南町上印食 

笠松町上本町 

247-8828 

247-3322 

387-2217 

246-8882 

247-2626 

387-2257

※入院を必要とされるかたは、二次的病院に入院できることになっ 
　ています。 
※○印は祝日 

【内科系】診療時間9時～16時 

※○印は祝日 
 

◆在宅当番医一覧表 

名和歯科医院 

西垣歯科クリニック 

松井歯科医院 

みやかわ歯科医院 

松原歯科医院 

三輪歯科医院 

名和政行規 

西垣　公順 

松井　恭史 

宮川　泰知 

松原　成年 

三輪　　眞 

笠松町下本町 

笠松町北及 

岐南町野中 

岐南町下印食 

笠松町美笠通 

笠松町円城寺 

387-2956 

387-5900 

246-0818 

272-9988 

387-6600 

387-6110

【歯科系】診療時間10時～16時 

　町では、インフルエンザの予防接種を受けられた
場合に、接種料の一部を助成しています。 
【対象者】接種日に60歳以上のかた 
【助成回数】１回 
【助成額】1,500円 
　（ただし、接種料が1,500円未満の場合は、その接種料） 
【接種期間】10月１日～12月31日 
【申請期限】平成19年１月15日（月）まで 
【接種医療機関】※できるだけ指定医療機関（羽島

郡内の医療機関（一部除く））で接種を受けて
ください。詳しくは、福祉健康課へお問い合わ
せください。次に該当するかたは助成しますが
接種による健康被害が生じた場合は、町では対
応できません。 

　　①指定医療機関以外で接種されたかた 
　　②60歳から64歳までのかた 
【指定医療機関で接種される場合】 
　　助成申請書などは医療機関にありますので、直
接医療機関に出かけてください。 
【指定医療機関以外で接種される場合】 
　　役場福祉健康課、福祉健康センター、松枝公民館
総合会館、福祉会館で助成申請書を受け取り、医
療機関に出かけて接種を受けてください。 

1 

8 

9 

15 

22 

29

日 病 院 名 所　在 電　話 

1 

8 

9 

15 

22 

29

日 医 師 名 所　在 電　話 



　一人でも労働者を雇用する事業主は必ず労働保険
に加入しなければなりません。 
　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、職
場のみなさんが安心して働くための保険制度です。 
　「労災保険」は、労働者が業務や通勤に起因して、
負傷、病気、あるいは死亡された場合に労働者や遺
族を保護するために必要な給付を行います。 
　臨時・アルバイトであっても雇用した労働者は全
て対象となります。 
　「雇用保険」は労働者が失業したとき、教育訓練
を受講したとき、または在職中の60歳～65歳未満の
労働者の賃金が60歳到達時の賃金に比べて低下した
場合や、育児休業・介護休業の取得のために賃金が
下がった場合に労働者に必要な給付を行います。 
　また、事業主に対しては、失業の予防、雇用の安定、
労働者の福祉の増進を図っていただくための各種助
成制度があります。 
　パートタイム労働者も、１週間の所定労働時間が
20時間以上で雇用見込みが１年以上見込まれる場合
は雇用保険に加入しなければなりません。 
　未加入の事業主はすぐに手続きをしてください。 
　詳しくは、岐阜労働局労働保険徴収室（　245－8115）
または、最寄りの労働基準監督署・ハローワーク（公
共職業安定所）・労働保険事務組合へお尋ねください。 

　石綿ばく露が原因で、中皮腫や肺がんなどの疾病
により死亡した労働者のご遺族で、労災保険の遺族
補償給付を受ける権利が時効により消滅したかたに
対し、特別遺族給付金を支給する制度が今年３月か
ら施行されました。 
　この特別遺族給付金は法施行日から３年を経過し
た平成21年３月27日以降はその請求ができなくなり
ますので、早めに請求されることをお勧めします。 
　なお、石綿を吸引することによって中皮腫や肺が
んにかかったかたやその遺族であって、労災補償を
受けられないかたに対して医療費などを支給する救
済給付制度については、独立行政法人環境再生保全
機構（　0120－389－931）へお問い合わせください。 
　特別遺族給付金や労災保険制度については、岐阜
労働局労災補償課（　245－8105）または、各労働基
準監督署にお問い合わせください。 
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　乳がん検診（集団検診）を次のとおり実施します。
３月の健（検）診申込調査で申し込まれたかたには、
ご案内を郵送します。申し込みをしていないかたで
検診を希望されるかたは福祉健康課・健康担当（　
388－7171）へご連絡ください。 
【対象者】平成18年度中に40歳以上になるかた 
【日程・場所・受付時間】 

【検診自己負担金】70歳未満700円　70歳以上300円 
　なお、「かさまつホームカレンダー」の日程が一
部変更になっていますのでご注意ください。 

10月13日（金） 

10月25日（水） 

11月 6日（月） 

場　　所 月　日 時　　間 

総合会館 

福祉会館 

福祉健康センター 

9：15～11：00 

9：15～11：00　 
13：15～14：30 

9：15～11：00　 
13：15～15：00

【期　　間】10月13日（金）～12月３日（日） 
【開館時間】午前９時～午後５時 
【休館日】月曜日・祝日の場合はその翌日 
【入館料】無料 
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　岐阜労働局では、県内で働くすべての労働者に適
用される「岐阜県最低賃金」を、10月１日から時給
675円（４円引き上げ）とするよう改正しました。 
　「岐阜県最低賃金」は、常用・臨時・パート・ア
ルバイトなどといった雇用形態に関係なくすべての
労働者に適用されます。 
　また、労働者の賃金が日給・月給などで支払われ
ている場合、最低賃金額を満たしているかどうかは、
当該賃金を１時間当たりの金額に換算して、最低賃
金額と比較することになります。 
　最低賃金の対象となる賃金は通常の所定内賃金に
限られ、ボーナスなどの臨時の賃金、休日時間外な
どの割増賃金や精皆勤手当・通勤手当（交通費）、
家族手当は対象となりません。 
　なお、最低賃金に反する労働契約は無効とされ、
最低賃金額と同額の定めをしたものとみなされます。 
　詳しくは、岐阜労働局労働基準部賃金室（岐阜市
金竜町５－13　245-8104）または、最寄りの労働基
準監督署にお尋ねください。 

　岐阜南ふるさと福祉村では、「お年寄りの安全・
安心対策」をテーマに、医療機関・携帯電話会社・
行政の立場から講演します。是非お出かけください。 
【月　日】10月22日（日） 
【時　間】午後１時30分～３時 
【場　所】松波総合病院３階講堂 
【参加料】無料 
【問合先】岐阜南ふるさと福祉村 
　　　　　　388-4867（松波総合病院内） 

　航空自衛隊岐阜基地では、「航空祭」を開催します。
是非、お出かけください。 
【月　日】10月15日（日） 
　　　　　※雨天決行 
【時　間】午前９時～午後３時 
【場　所】航空自衛隊岐阜基地 
　　　　（交通…名鉄各務原線三柿野駅 
　　　　　　　　またはＪＲ高山線蘇原駅） 
　※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利
　用ください。 
【問合先】航空自衛隊岐阜基地渉外　382-1101

　町では、家庭の教育力をステップアップし、元気
な家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を
開催しています。 
　第４回目は、笠松中学校ＰＴＡの皆さんと共催し
て次のとおり行います。お父さん、お母さんぜひ、
お出かけください。 
　小さなお子さん連れでも参加できるよう、託児室
を設けていますのでご利用ください。 
【日　時】10月21日（土） 

午後２時～３時30分 
【会　場】中央公民館 
【テーマ】子どもはみんな一等賞「生き抜く勇気と

底力を！」 
　　　　　講師　前真正町教育長　森　英信  氏 

　笠松町美術展実行委員会では、「第36回笠松町美
術展」を開催します。 
　開催中は、多数の作品の展示とチャリティ小品展
を行います。お誘い合わせのうえ是非お出かけくだ
さい。 
【期　間】11月３日（金）～５日（日） 
【時　間】午前９時～午後５時 
　　　　（最終日は午後４時まで） 
【場　所】中央公民館・町民体育館 

ひで のぶ 
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【月　日】10月14日（土）～15日（日） 
【時　間】午前10時～午後４時30分 
【場　所】岐阜メモリアルセンター　 
　　　　　で愛ドーム・体育室 
　　　　　岐阜市長良福光大野2675－28
　　　　　　233-8822 
【内　容】・五感の刺激を通した健康法の体験 
　　　　　・健康・福祉・美容関連商品の展示と販売 
　　　　　・東海ラジオ公開放送（14日） 
　　　　　　　ゲスト　神野美伽 
　　　　　・いきがいトークショウ（15日） 
　　　　　　　ゲスト　蟹江篤子 
【入場料】無料 
【問合先】（財）岐阜県健康長寿財団　企画担当 
　　　　　　  273-1456

　皆さんは、毎日のくらしの中で、国の行政機関や、
郵政公社、ＮＴＴなどの特殊法人・独立行政法人の
仕事に対して苦情や要望をお持ちになったことはあ
りませんか？ 
　当町では、総務大臣から行政相談委員に委嘱され
た岩田修さん（宮川町57　　387-3718）がその解決
と実現を図るため、自宅で随時相談に応じています。 
　また、今月は通常相談以外に18日（水）、19日（木）
に行われる特別町民合同相談でも行政相談に応じます。
秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、総務省岐阜行政評価事務所（〒500-8114　
岐阜市金竜町５－13　岐阜合同庁舎　　 0 5 7 0 -
090110）では、いつでも行政相談に応じています。
また、ホームページ、E-mailによる受付も行っています。 
　ホームページアドレス 
　　http://www.soumu.go.jp/kanku/chubu/gifu.html 
　E-mailアドレス 
　　110gifu@soumu.go.jp 

無料法律相談所の開設 

【日　時】10月５日（木） 
　　　　　午前10時30分から午後３時まで 
【場　所】岐阜市正木1599 
　　　　　マーサ21　４階マーサホール 
【主　催】岐阜地方・家庭裁判所、岐阜地方検察庁、
　　　　　岐阜地方法務局、岐阜県弁護士会 
【相談員】弁護士、裁判所職員、法務局職員 

※法律相談のみ予約制です。 
　法律相談を希望されるかたは、10月10日（火）までに電話で総務課（内線204）へお申し込みください。 
　時間の関係上、相談は７人までとし、定員を超える場合は抽選となります。 

　社会や地域から期待される岐阜工業高等学校を目
指して、学校を公開します。 
【月　日】・全日制課程　11月３日（金） 
　　　　　・定時制課程　11月２日（木） 
【時　間】・全日制課程　午前10時30分～午後２時 
　　　　　　　　　　　（文化祭） 
　　　　　・定時制課程　午後３時35分～午後８時 
　　　　　　　　　　　（平常授業） 
【場　所】岐阜工業高等学校（常盤町1700） 
【内　容】・各専門学科の体験コーナーでの「もの
　　　　　　 づくり」体験 
　　　　　・各専門学科の特色をいかした授業や実
　　　　　　習の参観 
【対象者】在校生保護者・地域住民・同窓生・中学
　　　　　 生（制服で来てください） 
【問合先】岐阜工業高等学校　　387-4141

区　分 相　談　員 相談日 
法律相談 
悩みごと相談 
行政相談 
人権相談 
心配ごと相談 

弁護士 
悩みごと相談員 
行政相談委員・岐阜行政評価事務所職員 
人権擁護委員・法務局職員 
民生委員 

19日（木） 
18日（水） 

取引・離婚などの法律的なこと 
家庭内・近隣の悩みごと 
国の行政機関やＮＴＴなどの特殊法人などの仕事に対する要望・苦情 
いやがらせ・名誉毀損など 
家庭内・近隣の心配ごと 

18日（水） 
19日（木） 
 

時　間 場　所 内　　　容 

午前10時 
～ 

午後3時 
福祉会館 

おこまりならまる 

まるくじょーひゃくとおばん 
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　木曽川学研究協議会では、「中山道太田宿見学会
－幕末明治維新の歴史舞台をたどる－」を次のとお
り開催します。 
　太田宿は、中山道三大難所の一つに数えられた「太
田の渡し」の要所で尾張藩代官所がおかれ、皇女和
宮の降嫁、水戸天狗党の通行など幕末明治維新の重
要な舞台となりました。秋の一日、宿場の散策を通
して中山道の歴史をじっくり体感していただきます。 
【月　日】10月27日（金） 
【時　間】午前９時15分～午後４時30分 
【集合場所】各務原市立中央図書館北側 
　　　　　（バスに乗り合わせて行きます。） 
【定　員】35人（申込順） 
【参加費用】1,500円（保険・資料・昼食代） 
【注意事項】動きやすい服装、歩きやすい靴でご参
　　　　　　 加ください。 
【申込開始】10月６日（金）午前８時30分～ 
【申込・問合先】 
　木曽川学研究協議会 
　（各務原市産業文化センター６階木曽川学研究所内）
　　383－1042 
※参加費を持参のうえ、直接お申し込みください。
（電話不可） 
　午前８時30分～午後５時15分（土曜・日曜・祝
日を除く） 

　「燃料電池」は、有害な物質を発生させず、クリ
ーンで半永久的に使える電源として脚光を浴びてい
ます。都市型発電からノートパソコンの電源まで幅
広い分野で実用化が進められています。また、太陽
光発電に替わる次世代の発電システムとして、家庭
普及も間近といわれています。今回、省エネルギー
の切り札である「燃料電池」について、わかり易く
解説する講座を開設します。 
　これからのエネルギー「燃料電池」について、一
緒に学びませんか。講義の後、岐工高・設備棟の見
学や燃料電池で動くロボットの展示も予定しています。
ぜひ参加ください。 
【日　時】12月９日（土） 
　　　　　午前９時30分～11時45分 
【場　所】県立岐阜工業高等学校 
　　　　　設備システム棟　２Ｆ 
【定　員】25人（申込順） 
【講　師】東邦ガスエネルギー開発部 
【対　象】中学生以上（無料） 
【講義内容】 
　・天然ガスから水素エネルギーについて 
　・燃料電池の原理と今後 
　・燃料電池を使用したロボットや実験装置での体
　　験と設備棟見学 
【申込・問合先】 
　岐阜工業高等学校　設備システム科　　387－4141

 

　住民の生涯を通じたスポーツ・レクリエーション
活動の振興を目的に、羽島郡スポーツ・レクリエー
ション祭を開催します。 
【月日・種目・会場など】 
10月29日（日） 
　ペタンク 
　・小学校４年生以上（岐南町総合体育館多目的広場） 
　ソフトバレーボール 
　・16歳以上男女（岐南町総合体育館） 
　ラージボール卓球 
　・16歳以上男女（岐南町総合体育館卓球場） 
　グラウンド・ゴルフ 
　・中学生以上（多目的運動場） 
　ゲートボール 
　・16歳以上男女（米野ゲートボール場） 
　ターゲット・バードゴルフ 
　・中学生以上男女（トンボ天国芝広場） 
【申込締切】10月17日（火） 
【申込・問合先】 
　羽島郡二町教育委員会　　245－1133
　または中央公民館 

飛騨〔SPⅡ〕シリーズ 
10月２日（月）飛騨美濃合併130 周年記念　飛騨地域特別 
　　３日（火）第34回ジュニアクラウン（SPⅡ）・陣屋特別　　 
　　４日（水）奥飛騨特別・三番叟特別　　 
　　５日（木）竜神特別・CJシリーズ第16戦 
　　６日（金）中京スポーツ杯第７回スプリント（SPⅢ）・絵馬特別 
 
菊花〔SPⅠ〕シリーズ 
10月16日（月）美濃菊特別 
　　17日（火）飛騨美濃合併130周年記念　中濃地域特別　　 
　　18日（水）中日スポーツ杯第30回岐阜金賞（SPI ） 
　　　　　　　白菊特別（指定交流）　　 
　　19日（木）伊勢菊特別・CJシリーズ第17戦 
　　20日（金）東海クラウン・一文字菊特別 

ホームページにてレース映像配信実施中 
NTTドコモ「FOMA」ライブ中継配信中 

http://www.kasamatsu-keiba.com/



内　　　容 日（曜日） 受付時間 場　　所 受付時間 場　　所 内　　　容 

心 配 ごと相 談  

 

悩 みごと相 談  

 

行　政　相　談 

 

人　権　相　談
 

 

 

身体障害者相談 

日（曜日） 

図書室休室日のお知らせ 

今月のお休みは10月１日（日）、２日（月）、15日（日）、31日（火）です。 
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書館には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。 

担当地域民生委員の在宅相談 

 4 日（水） 

18日（水） 

在宅相談　行政相談委員 
　岩田　修　宮川町57　　387-3718

在宅相談　人権擁護委員 
　齋藤好子　中川町20　　387-0812 
　保母勝壽　弥生町30　　387-2782 
　後藤　稔　北及1183　　388-1495 
　杉原貴子　中野256　　  388-1496

在宅相談　身体障害者相談員 
　南谷隆行　上本町26　　387-2247 
　早水春生　西宮町131　  388-0029 
　河尻和男　北及1902　　387-5788 
　堀場靖隆　円城寺929  　388-3791

13：00～15：00 

 10：00～15：00 
特別町民合同相談 
（17ページ参照） 

 

福祉会館 

 
ポリオ予防接種 

乳児健康診査・BCG予防接種 

1歳6か月児健康診査・フッ化物塗布 

3歳児健康診査・フッ化物塗布 

お 誕 生 教 室  

にこにこ教 室  

歯みがき教 室  
 

プレパマクラブ 

 

育児相談・マタニティ相談 
 

 

 
健　康　相　談 

 

転倒予防教室 
 

認知症・閉じこもり予防教室 

 

 

胃がん・大腸がん・肺がん検診 
 

 

 

 

乳 が ん 検 診 

 

 

 
献　　　　　血 

 

 

 
13：30～14：30 

13：20～14：10 

 
13：10～13：50 

13：20～14：00 

9：20～ 9：30 

 
13：00～14：30 

13：00～13：10 

13：00～14：30 

10：00～11：30 

13：30～14：30 

13：00～14：30 

13：00～14：30 

 
13：30～14：30 

13：30～15：15 
 

13：30～15：15 

 

8：45～10：30 

 

 
 

9：15～11：00 

9：15～11：00 

13：15～14：30 

9：00～11：30 

13：00～16：00 

10：00～11：00 

13：00～16：00 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

福祉健康センター 
 

 

 

 

 

福祉健康センター 

第一保育所 

下羽栗会館 

福祉健康センター 

福祉健康センター 

福祉会館 

下羽栗会館 

総合会館 
 

福祉健康センター 

福祉会館 

総合会館 

スポーツ交流館 

総合会館 

スポーツ交流館 

福祉健康センター 

総合会館 

福祉会館 

 
笠松刑務所 

（株）光製作所 

丸十産業（株） 

愛生病院 
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  4日（水） 

 6日（金） 

 3日（火） 

  12日（木） 

26日（木） 

17日（火） 

26日（木） 

  2日（月） 

24日（火） 

24日（火） 

  2日（月） 

11日（水） 

18日（水） 

24日（火） 

  2日（月） 

11日（水） 

18日（水） 

  5日（木） 

  19日（木） 

  25日（水） 

  2日（月） 

 11日（水） 

 16日（月） 

 18日（水） 

 20日（金） 

 23日（月） 

 13日（金） 

 25日（水） 
 

 18日（水） 
 

 26日（木） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



▲あいさつ運動をする松枝小学校児童 

▲保護者といっしょに「子ども110番の家」へあいさつ 
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

　
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

と
笑
顔
か
ら
力
を
も
ら
い
、
「
よ
し
、

今
日
も
が
ん
ば
ろ
う
。
」
と
一
日
を

さ
わ
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
「
最
近
の
子
ど
も
は
、

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
。
」
な
ど
の
地

域
の
か
た
の
声
も
耳
に
し
ま
す
。 

　
そ
ん
な
中
、
笠
松
町
道
徳
教
育
連

絡
会
議
か
ら
　
あ
い
さ
つ
メ
ッ
セ
ー

ジ
募
集
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。 

　
早
速
、
松
枝
小
学
校
で
も
、
児
童

と
保
護
者
に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し

た
と
こ
ろ
、
心
温
ま
る
す
て
き
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で

い
る
と
、
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
人
と

人
の
心
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。 

　
す
べ
て
を
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
あ
い
さ
つ
で
、
ま
た
ま
た
で
き
た

よ
、
お
と
も
だ
ち
。 （

一
年
児
童
） 

○
み
ん
な
え
が
お
で
あ
い
さ
つ
す
れ

ば
、
顔
も
心
も
に
っ
こ
に
こ
。 

（
三
年
児
童
） 

○
笑
顔
で
「
こ
ん
に
ち
は
」 

　
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」 

　
み
ん
な
幸
福
、
明
る
く
声
か
け
！ 

（
六
年
児
童
） 

○
あ
い
さ
つ
は
、
朝
ご
は
ん
の
一
品

目
で
す
。
た
く
さ
ん
す
れ
ば
、
体

に
力
が
わ
い
て
き
ま
す
。 

（
一
年
保
護
者
） 

○
明
る
い
笑
顔
の
あ
い
さ
つ
は
、
何

よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
そ
の
日
一

日
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
ね
。 

（
二
年
保
護
者
） 

○
人
の
子
も
我
が
子
も
同
じ
親
心
。

行
き
も
帰
り
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
。

目
で
守
り
、
心
の
通
う
協
同
隊
。 

（
三
年
保
護
者
） 

○
あ
い
さ
つ
と
び
か
う
町
は
、
み
ん

な
ニ
コ
ニ
コ
さ
わ
や
か
で
、
不
審

者
さ
え
も
遠
の
い
た
。 

（
四
年
保
護
者
） 

○
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
明
る
い
挨
拶
。

元
気
な
挨
拶
の
回
数
だ
け
、
町
全

体
が
明
る
く
守
り
ま
す
。 

（
五
年
保
護
者
） 

○
元
気
な
あ
い
さ
つ
か
ら
未
来
が
見

え
て
く
る
。
　
　
（
六
年
保
護
者
） 

　
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
松
枝
小
学
校 

教
頭
　
河
井
洋
子 

　
町
で
は
、
　
み
ん
な
の
力
を
集

結
し
て
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
川

や
海
を
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う
　

を
テ
ー
マ
に
「
川
と
海
の
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
を
木
曽
三
川
流
域
を

中
心
と
し
た
沿
川
に
お
住
ま
い
の

か
た
・
河
川
利
用
者
や
自
治
体
と

協
働
で
実
施
し
ま
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
22
日
（
日
）
午
前

８
時
か
ら
１
〜
２
時
間
程
度
（
小

雨
決
行
） 

※
中
止
の
場
合
は
、
午
前
７
時
に

防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
趣
旨
】
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
水
、
し
か
し
水
辺
に
は

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
や
、
上
流

か
ら
流
れ
着
い
た
漂
着
ゴ
ミ
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
心
地

よ
く
、
ま
た
安
心
し
て
過
ご
す
た

め
に
、
美
し
い
水
辺
を
ま
も
り
ま

し
ょ
う
。
そ
ん
な
思
い
で
川
と
海

の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
行
い
ま
す
。 

名
鉄
竹
鼻
線 

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線 

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線 

松枝 
小学校 

笠松 
小学校 

下羽栗 
小学校 

松枝 
小学校 

笠松 
小学校 

文 

文 

文 

木曽川 

国
道
　
号
線 

東
海
北
陸
自
動
車
道 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線 

名鉄本線 

下羽栗 
小学校 

　パターゴルフ場駐車場 

　緑地公園駐車場 

　米野運動場駐車場 
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　米野運動場駐車場 
　パターゴルフ場駐車場 
　緑地公園駐車場 
※ご都合の良い場所にお集まりください 

集合場所 
 

し
あ
わ
せ 



21

付加保険料を納付しませんか 

○基礎年金に上乗せ 

○付加年金の額 

　「
運
動
し
た
い
」
と
日
頃
か

ら
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
に
、「
な

ぜ
で
す
か
」
と
尋
ね
た
ら
ど
ん

な
答
え
が
返
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
か
。 

　「
最
近
、
体
重
が
増
え
て
き
て
」 

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
が

気
に
な
っ
て
」 

　「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲
間

を
増
や
し
た
い
」 

　「
家
族
や
親
子
で
気
軽
に
運

動
し
た
い
」
と
、
き
っ
と
そ
れ

ぞ
れ
目
的
が
異
な
る
と
思
い
ま

す
。 

　
し
か
し
、
運
動
し
た
い
と
思

っ
て
い
て
も
、
日
常
生
活
に
お

い
て
体
を
動
か
す
機
会
を
定
期

的
に
つ
く
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

目
的
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
座
な

ど
が
身
近
に
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
め
ざ
し

て
い
く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、

技
術
、
興
味
・
目
的
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ

ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
」
で
す
。
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ひ
と
つ

の
方
策
と
し
て
、
今
、
全
国
で
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
地
域

住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
全
国
の
公
共
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
拠
点
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
約
九
割
が
単
一
種

目
型
で
す
。
そ
の
た
め
、
世
代

を
こ
え
、
種
目
を
こ
え
、
多
様

な
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
、
多
様

な
興
味
・
関
心
を
も
つ
人
た
ち

が
参
加
で
き
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
生
涯
に
わ
た
る
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
お
よ
び
健

康
の
保
持
増
進
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

教育委員会 
だより 

※注意１ 
付加年金に加入できるかたは、国民年金の第１号被保険者または任意加入被保険者のかたです。保険料納付の
免除・猶予を受けているかたや国民年金基金に加入しているかたは加入できません。 
※注意２ 
付加年金は、老齢基礎年金の受給権を得た月の翌月から支給されます。老齢基礎年金を繰上げ受給または繰下
げ受給する場合は、付加年金も繰上げ・繰下げ受給となり、老齢基礎年金の減額率・増額率に応じて減額・増
額されます。 

　厚生年金保険などの被用者年金に加入しているかたは、報酬に
よって保険料や給付額が増減しますが、自営業者など国民年金の
第１号被保険者のかたは、保険料と給付（老齢基礎年金）額が定
額です。現在、老齢基礎年金の年金額は792,100円（平成18年
度の満額）ですが、老後に受ける老齢基礎年金をより高いものにしたいと考えているかたのために、
付加年金があります。毎月の国民年金保険料（13,860円＝平成18年度額）に付加保険料を上乗せし
て納めることで、より多くの年金を受けることができる仕組みです。 
 
 
 
　付加保険料の額は１ヶ月400円で、付加年金の額は 
「200円×付加保険料納付月数」です。 
　つまり、保険料400円に対して年金額200円ですから、受給
開始から2年間で付加保険料相当分の年金を受け取ることがで
きます。 
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み
な
さ
ん
、
す
て
き
に
変
身
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

　
私
た
ち
の
洋
裁
サ
ー
ク
ル
は
、
40

代
か
ら
70
代
の
女
性
が
、
好
き
な
布

を
選
ん
で
好
き
な
型
の
服
を
楽
し
み

な
が
ら
縫
い
ま
す
。
自
分
の
体
に
合

っ
た
型
紙
で
作
る
の
で
、
と
て
も
着

や
す
い
服
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
ブ
ー
ム
の
着
物
の
リ
フ

ォ
ー
ム
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
初
め
て
洋
裁
を
す
る
か
た
も
オ
シ

ャ
レ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
関

心
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
サ
ー
ク
ル

に
一
度
遊
び
に
来
て
楽
し
さ
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。 

【
活
動
日
】
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜 

【
場
　
所
】
下
羽
栗
会
館 

【
連
絡
先
】
米
野
　
中
子
る
み
子  

宅 

　
　
　
　
　
　
３
８
７
―
１
５
１
８ 

平成18年９月１日現在 

人　口 

男 

女 

世帯数 

22,409人 

10,770人 

11,639人 

7,834世帯 

（減21） 

（減12） 

（減9） 

（減10） 

前月比 

　
か
さ
ま
つ
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
主
催
の「
笠
松
川
ま
つ
り
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」へ
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

か
ら
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、次
の
作
品

が
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
会
で
は
、こ
の
作
品
を
来
年

の「
笠
松
川
ま
つ
り
」の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

使
用
す
る
予
定
で
す
。 

　
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
の
Ｑ
＆
Ａ
の
コ
ー
ナ
ー

は
お
休
み
し
ま
し
た
。
 

《
テ
ー
マ
…
笠
松
川
ま
つ
り
》
 

大
野
　
功（
田
代
八
〇
八
―
三
）作
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